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い。0.002mm のネコブカビが土 1g あたり 1 万個以上で発病















































































■第 34回 定例研究会 
１．日時：平成 23年 4月 22日（金）16:00～19:00 
２．場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
３．発表者：  今北哲也、黒田末寿、鈴木怜治 (朽木 FS） 
発表タイトル: 焼畑で「くらしの森」づくりを目指す  
＊参加希望者は、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室 
（担当：矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。  
 












































える村を活動拠点とする NGO である JRDS（Joint Rural  
Development Sangstha）の代表者であるアッケル・アリ
さんに電話で確認した。 









































11,765TK（13,161円 2011年 4月 24日）、蛍光灯１本（恐
らく 40w）と天井吊下げ型の扇風機 1台が使える。もっ
とも高価なものは、800w、12vの容量で、27,945Tk(31，
262円)で、蛍光灯 4本、吊下げ型扇風機４台、テレビ
１台（もしくは冷蔵庫など）が使える。このホームペ
